
長期研修員 太刀川 雄一

児童の「体育授業に対する意識」を調査・分析することで、

体育授業における「楽しさ」を明らかにする。

生涯にわたって

運動に親しむ資質や能力の基礎を

培う観点を重視 （Ｈ20 学習指導要領体育編）
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（概要版）

運動好きな児童を育成するための調査研究
ー体育授業における「楽しさ」の分析を通してー

調査の目的

楽しい体育授業を行うことで、

運動好きな児童を育成でき、結果的に

体力の向上につながるだろう！！

苦手でも運動が好き？「技能」以外にも

何か要因があるのかな・・・？



図2 体育授業が楽しい
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図3 運動が好き
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体育の授業を

楽しくすることで、

運動好きな児童を

増やすことができ

ます！

調査・分析１

「体育授業が楽しい」と「運動が好き」の関係は？Ｑ

「体育授業が楽しい」と感じている子は「運動が好き」Ａ
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図４ 運動が得意
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授業に楽しく取り

組むことができ

ます！

調査・分析２

体育授業が楽しいのは、「運動が得意な子」だけ？Ｑ

運動が苦手でも、体育を「楽しい」と感じる子はいるＡ



調査・分析４

体育授業における「楽しさ」の要因は？Ｑ

『協同』：「友達とかかわり、学び合いたい」という意識Ａ

図１５ 運動が苦手（4年全）
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図１６ 運動が苦手（6年全）
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調査・分析３

運動が苦手な子が、楽しくできていない領域は？Ｑ

「器械運動」と「陸上運動」Ａ



◇個で活動することが多い領域でも、「協同」の視点に留意しましょう。

中学年 高学年

友達とやり方や動きを見合える時間 友達と教え合える時間を設定し、互い

交 流 を設定し、互いのよさを知ることが のよさを知ることができるようにす

できるようにする。 る。

順位・タイム・距離などの記録や技 自己の課題の達成や技能の向上を、励

賞 賛
能に対してだけでなく、取り組む姿 ましたり認め合ったりする時間を設定

勢や態度などの面でも認め合えるよ する。

うにする。

練習方法や練習の場を、児童が自分 練習の場や段階を、児童が自分の課題
選 択

の力に応じて選べるようにする。 に応じて選べるようにする。

戦術会議
競争や勝負の際には、ルールや作戦な

どの工夫を話し合う時間を設定する。

協同を核にした体育授業を
行いましょう！！

☆体育授業を通して運動の楽しさを実感させることで、運動好きな児童を

育成することができます。授業を工夫・改善し、「協同（態度）」を核と

して「技能」、「思考・判断」とのバランスがとれた「楽しい体育」にな

るようにしましょう。

☆「協同」を核にした授業によって、運動が苦手な児童も「体育が楽しい」

と感じます。「器械運動」や「陸上（走・跳の）運動」など、個で活動

することが多い領域においても、「友達とのかかわり合い、学び合い」を設

定するようにしましょう。

提言

運動好きな児童を増やすために

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係:研究企画係 ０２７０ー２６ー９２１２（直通）


